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(4)研 究 の概 要

クル ク ミン(1)は ウコ ンの主 な黄 色 色 素で あ り、 食品に色をつ けた り、においをつ け

るのに広 く用 い られている。多 くの研究者が、クルクミンには抗酸化性 、消炎性、抗

腫瘍性があると報告 しているし、現在 もさまざまな研究が進め られている。

クル クミンは2個 のフ ェノー ル性 ヒ ドロキ シ基 とβ一ジケ トン構造 を持ち、これが抗

酸化作用に大きな働きを持つといわれている。一一方、同様なフェノール部分 を持つ化

合物であるデ ヒ ドロジンジェロン(2)も また 、抗酸 化性 、消炎 性 を持 つ と報告 されてい

るが、抗変異原性についての報告はない。
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最近山_Ll)ら は、2や そ の母 胎化 合物 とも い うべ きベンザルアセ トン(3)お よび 、そ

れ らのベ ンゼ ン環 に ヒ ドロキシ基などを導入 した誘導体の抗変異原性 を検討 した とこ

ろ、(3)お よびそ の誘導 体 の2一 ヒ ドロキ シベ ンザ ル アセ トン(4)で 、か な り強 い抗変 異原

性 を確 認 できた。 また、2一ヒ ドロキ シー3一メ チル ベ ンザ ル アセ トン(5)に お いて さ らに強

い抗 変異原性 が確 認された。
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これ らの観察か ら、我 々はベンザル アセ トン類 における抗変異原性は、ベンゼ ン環

上のヒ ドロキシ基 、あるいは嵩高 い基 の存在 によって誘発、促進 され るのではないか

という仮説に到達 した。

この仮説の検証 のために、われわれ は一連 の、 これ までにそ の薬理作用 を検定 され

ていない、一群 のベンザルアセ トン誘導体 の合成を計画 した。平成11年 度 に合成 した

化 合物 の一例 、2.4.5一トリヒ ドロキ シベ ンザ ル アセ トン(6)、3.5一ジーtブチル ベ ンザ ル ア

セ トン(7)の 構 造式 を以下 に示す 。

HO H====CHCO-一 一CH3
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現在、 これ らの化合物の薬理活性 を検定中である。
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